
遷
都
の
神
祇
祭
杷
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

脊

哉

古

真

は

じ

め

に

遷都の神祇祭杷におよぼす影響について

近
年
、
律
令
期
の
都
城
に
関
す
る
あ
ら
た
な
知
見
が
多
く
得
ら
れ
、
文
献
史
学
・
考
古
学
・
地
理
学
な
ど
の
関
連
諸
分
野
で
め
ざ
ま
し

い
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
平
城
京
に
つ
い
て
は
長
年
に
わ
た
る
発
掘
調
査
の
成
果
、
木
簡
な
ど
の
新
出
資
料
か
ら
従
来
の
『
続

日
本
紀
』
を
主
な
史
料
と
す
る
奈
良
時
代
研
究
に
加
え
、
多
く
の
今
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

中
で
も
都
市
、
道
路
の
計
画
的
な
設
計
・
配
置
が
注
目
さ
れ
、
平
城
京
の
プ
ラ
ン
が
そ
の
前
の
都
で
あ
る
「
藤
原
京
」

(
l
)
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
長
岡
京
、
平
安
京
な
ど
と
平
城
京
と
を
比
較
す
る
研
究
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
広
く
日
中
の

都
城
の
比
較
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
究
も
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
。

文
献
史
学
の
研
究
で
は
、
藤
原
京
の
時
代
か
ら
平
安
京
の
時
代
ま
で
も
律
令
期
と
し
て
同
一
の
視
角
で
と
ら
え
、
六
回
史
、
『
令
義
解
』
、

『
令
集
解
』
、
『
延
喜
式
』
等
を
基
本
的
な
史
料
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

45 

た
し
か
に
、
巨
視
的
に
は
藤
原
京
の
時
代
も
平
安
時
代
初
期
も
律
令
期
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
の
間
に
は
時
間
の
経
過
に
よ
る
変
化
だ
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け
で
な
く
、
都
の
所
在
地
に
よ
る
差
異
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
歴
史
地
理
学
の
分
野
で
の
成
果
と
し
て
は
、
官
道
の
経
路

に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
城
を
中
心
と
す
る
七
道
の
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
(
2
)
。

日
本
の
律
令
官
制
で
は
、
諸
国
に
お
け
る
国
司
に
対
し
て
都
に
は
京
職
が
設
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
京
と
固
と
い
う
の
が
対
立
す
る

概
念
で
あ
っ
た
(
3
3

こ
の
よ
う
な
特
別
行
政
区
域
で
あ
り
、
当
時
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
都
城
が
移
動
す
る
と
い
う

選
都
は
様
々
な
方
面
へ
影
響
を
与
え
る
事
態
で
あ
っ
た
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
影
響
の
中
で
、
従
来
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

神
記
祭
紀
に
関
連
す
る
事
例
を
取
上
げ
検
討
し
て
み
た
い
。

寺
院
の
事
例

遷
都
の
神
杷
祭
杷
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
こ
れ
と
対
比
す
る
事
例
と
し
て
仏
教
寺
院
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て

お
き
た
い
。

飛
鳥
・
藤
原
か
ら
平
城
京
へ
の
寺
院
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
薬
師
寺
、
大
官
大
寺
・
大
安
寺
、
法
興
寺
・
元
興
寺
な
ど
を
中
心
と
し
て
、

古
く
か
ら
多
く
の
綿
密
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
寺
院
の
移
転
に
つ
い
て
日
本
史
の
教
科
書
な
ど
に
は
桓
武
朝
の
平
安

選
都
の
際
に
、

桓
武
天
皇
は
仏
教
勢
力
が
政
治
に
介
入
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
奈
良
の
寺
院
の
平
安
京
へ
の
移
転
を
認
め
な
か
っ
た
。

に
類
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
寺
院
が
移
転
し
た
と
い
う
事
例
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
る
飛
鳥
・

藤
原
か
ら
平
城
京
へ
の
場
合
を
除
い
て
き
わ
め
て
少
な
い
。



寺
院
の
移
転
し
た
例
と
し
て
は
、
河
内
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
和
気
清
麻
自
の
発
願
に
よ
る
神
願
寺
が
土
地
が
低
く
、
泥
や
砂
が
入
り
、

寺
地
と
し
て
適
切
で
な
い
と
し
て
現
在
地
の
高
雄
に
移
転
し
、
神
護
寺
と
改
め
ら
れ
た
例
が
知
ら
れ
(
4
)
、
こ
の
他
に
は
や
や
異
な
る
例

な
が
ら
聖
武
朝
に
紫
香
楽
で
鋳
造
の
は
じ
め
ら
れ
た
大
仏
が
、
平
城
遷
都
後
、
総
国
分
寺
東
大
寺
の
本
尊
と
し
て
完
成
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

飛
鳥
・
藤
原
か
ら
平
城
京
へ
の
移
転
を
除
い
て
、
律
令
期
に
何
度
も
行
な
わ
れ
た
他
の
選
都
の
場
合
に
は
、
大
仏
の
例
以
外
は
寺
院
の

移
転
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
飛
鳥
・
藤
原
か
ら
平
城
京
へ
の
移
転
は
、
こ
の
遷
都
の
場
合
の
み
の
現
象
で
あ
り
、

一
般
的
に
は
遷

都
に
と
も
な
う
寺
院
の
移
転
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

選都の神祇祭紀におよぼす影響について

遷
都
の
仏
教
寺
院
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
奈
良
時
代
に
は
薬
師
寺
に
置
か
れ
て
い
た
仏
教
行
政
機
関
で
あ
る
僧
綱
所
が
平
安
選
都
後
は

西
寺
へ
移
さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
城
京
の
寺
院
お
よ
び
、
そ
こ
に
居
住
す
る
僧
侶
は
法
制
上
、
諸
国
の
寺
院
・
僧
侶
と
同
様

の
取
り
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
(
5
)
。
ま
た
、
最
澄
が
比
叡
山
に
建
立
し
た
延
暦
寺
が
平
安
選
都
に
よ
り
、

都
に
間
近
な
位
置
に
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
寺
運
を
開
い
て
い
き
、
後
に
は
平
安
京
の
東
北
の
鬼
門
に
当
た
る
と
さ
れ
、

さ
ら
に
崇
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

神
社
の
移
転

前
節
で
寺
院
の
遷
都
に
と
も
な
う
移
転
と
い
う
こ
と
は
、
思
い
の
外
、

一
般
的
な
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
み
た
が
、
次
に
神
社
の

場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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神
社
の
移
転
に
つ
い
て
、
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
た
官
杜
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
「
宮
中
神
品
川
六
座
」
は
遷
都
に
と
も
な
っ



て
当
然
移
転
し
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
次
に
「
京
中
神
三
座
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
左
京
二
条
に
所
在
す
る
太
詔
戸
命
神
、
久
慈
真

48 

智
命
神
の
条
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
社
の
所
在
を

大
和
国
添
上
郡
、
対
馬
国
下
県
郡
太
祝
詞
神
社

坐
大
和
国
十
市
郡
天
香
山
坐
櫛
真
命
神

と
注
記
し
て
い
る
。
こ
の
大
和
国
添
上
郡
は
平
城
京
、
十
市
郡
天
香
山
は
藤
原
京
の
所
在
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
神

社
は
飛
鳥
・
藤
原
か
ら
平
城
を
経
て
平
安
京
へ
と
遷
都
に
と
も
な
っ
て
移
転
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

左
京
四
条
の
隼
神
社
に
つ
い
て
は
注
記
は
な
い
が
、
か
つ
て
の
平
城
京
の
左
京
四
条
に
あ
た
る
現
在
の
奈
良
市
角
振
新
屋
町
に
隼
神
社

が
現
存
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
(
6
)
0

こ
こ
に
み
た
例
の
よ
う
に
、
京
中
の
い
わ
ゆ
る
式
内
社
に
つ
い
て
も
遷
都
に
と
も
な
っ
て
移
転

し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
率
川
神
社
の
よ
う
に
平
城
京
造
営
以
前
か
ら
、
そ
の
他
に
所
在
し
た
神
社
に
つ
い

て
は
遷
都
に
と
も
な
っ
て
移
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
他
、
京
外
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
氏
族
に
関
連
す
る
神
社
が
平
安
京
の
回
り
に
点
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
藤
原

氏
の
吉
田
神
社
が
平
城
京
の
春
日
神
社
、
長
岡
京
の
大
原
野
神
社
に
対
応
す
る
よ
う
に
平
安
遷
都
に
と
も
な
っ
て
移
転
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

四

賀
茂
社
の
地
位
上
昇

長
岡
選
都
以
後
、
山
城
国
の
神
社
の
地
位
が
上
昇
し
た
と
み
ら
れ
る
事
例
に
つ
い
て
、
賀
茂
社
を
中
心
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

『
続
日
本
紀
』

の
記
事
か
ら
賀
茂
杜
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
奈
良
時
代
前
期
に
は
、
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
(
七

O
二
)
四
月
庚
子



条
に
、

禁
祭
賀
茂
神
目
、
徒
衆
会
集
執
杖
騎
射
、
唯
当
国
之
人
不
在
禁
限

と
あ
り
、
ま
た
同
書
和
銅
四
年
(
七
一
一
)
四
月
乙
末
条
に
も
、

詔
、
賀
茂
神
祭
日
、
自
今
以
後
、
国
司
毎
年
親
検
察
罵

と
あ
る
よ
う
に
祭
礼
を
派
手
に
行
な
う
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
り
、
国
司
が
監
督
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
り
し
て
い
て
、
あ
ま
り
国
家
か

ら
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
は
受
け
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
長
岡
遷
都
が
決
ま
る
と
、
急
に
政
府
の
態
度
に
変
化
が
み
ら
れ
、
『
続
日

本
紀
』
延
暦
三
年
(
七
八
四
)
六
月
壬
午
条
に
は
、

遷都の神祇祭杷におよlます影響について

遣
参
議
近
衛
中
将
正
四
位
上
紀
朝
臣
船
守
於
茂
賀
大
神
社
奉
幣
以
告
遷
都
之
由
駕

と
あ
り
、
同
年
十
一
月
丁
巳
条
に
は
、

遺
近
衛
中
将
正
四
位
上
紀
朝
臣
船
守
、
叙
賀
茂
上
下
二
社
従
二
位
、
又
遣
兵
部
大
輔
従
五
位
上
大
中
臣
朝
臣
諸
魚
叙
松
尾
乙
訓
二
神

従
五
位
下
、
以
遷
都
也

と
あ
る
よ
う
に
、
遷
都
の
報
告
、
そ
れ
に
と
も
な
う
叙
位
が
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
、
同
月
乙
丑
条
に
は
、

遣
使
修
理
賀
茂
上
下
二
社
及
松
尾
乙
訓
社

と
あ
り
、
社
殿
の
造
営
工
事
も
行
な
わ
れ
、
翌
四
年
十
一
月
庚
子
条
に
は
、

詔
賀
茂
上
下
神
社
宛
愛
宕
郡
封
各
十
戸

と
あ
り
、
神
戸
の
奉
充
も
み
ら
れ
る
。

49 

」
の
一
連
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
事
柄
を
二
、
三
挙
げ
て
み
た
い
。
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か
つ
て
の
遷
都
の
際
に
は
、
藤
原
へ
の
遷
都
の
場
合
に
は
、
「
四
所
伊
勢
、
大
倭
、
住
吉
、
紀
伊
大
神
L

に
対
す
る
奉
幣
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
が
、
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
、
平
城
遷
都
に
は
伊
勢
神
宮
、
恭
仁
選
都
の
時
に
は
「
伊
勢
太
神
宮
及
七
道
諸
社
」
に
報
告
の
奉
幣

の
あ
っ
た
記
事
が
『
続
日
本
紀
』
に
み
ら
れ
る
(
7
)
O

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
を
杷
る
と
さ
れ
た
伊
勢
神
宮
を
中

心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
遷
都
の
報
告
が
、
長
岡
遷
都
に
際
し
て
は
地
元
の
神
で
あ
る
賀
茂
神
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。ま

た
、
三
年
六
月
の
記
事
の
「
賀
茂
大
神
社
」
と
い
う
表
記
は
、
『
続
日
本
紀
』

の
な
か
で
は
例
外
的
な
も
の
で
、
「
大
神
」
と
い
う
表

記
は
『
続
日
本
紀
』

で
は
伊
勢
神
宮
と
大
仏
建
立
期
以
後
そ
の
地
位
の
上
昇
し
た
八
幡
神
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
こ

の
二
神
の
他
に
は
、
本
例
と
も
う
一
例
、
延
暦
元
年
十
一
月
丁
酉
条
の
桓
武
天
皇
の
外
戚
の
神
と
考
え
ら
れ
る
今
木
大
神
の
例
が
知
ら
れ

る
の
み
で
あ
る
(
8
)
O

さ
ら
に
、
次
の
三
年
十
一
月
条
の
記
事
か
ら
、
賀
茂
神
の
杜
が
後
の
よ
う
に
上
下
二
社
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な

っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
、
賀
茂
神
は
長
岡
選
都
を
契
機
と
し
て
、
以
後
、
国
家
の
高
い
崇
敬
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
後
に
は
伊
勢
神
宮

の
斎
宮
に
対
応
す
る
斎
院
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
国
家
の
宗
廟
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

五

班
・
奉
幣
社
の
選
定

遷
都
の
影
響
に
よ
る
班
・
奉
幣
社
の
増
加
の
例
と
し
て
、
山
城
国
の
相
嘗
祭
班
幣
杜
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
『
延
喜
式
』

で
は
相
嘗

祭
班
幣
社
は
京
・
畿
内
と
紀
伊
固
名
草
部
に
七
二
座
・
四
一
社
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
山
城
国
に
は
、
鴨
別
雷
社
二
座
、
鴨
御
祖
社
二
座
、

鴨
川
合
社
一
座
、
松
尾
社
二
座
、
出
雲
井
上
社
二
座
、
水
主
社
二
座
、
片
山
社
一
座
、
木
嶋
杜
一
座
の
一
一
座
・
八
社
が
所
在
す
る
(
9
3



こ
の
相
嘗
祭
班
幣
社
に
つ
い
て
奈
良
時
代
の
状
況
を
考
え
る
た
め
の
史
料
と
し
て
は
、
司
令
集
解
』
神
祇
令
、
仲
冬
上
卯
相
嘗
祭
条
に

引
く
「
令
釈
」
に
、

釈
云
、
大
倭
社
大
倭
忌
寸
祭
、
宇
奈
太
利
、
村
屋
、
住
吉
津
守
、
大
神
社
大
神
氏
上
祭
、
{
八
師
神
主
、
巻
向
神
主
、
池
社
池
首
、
恩
智

神
主
、
意
富
太
朝
臣
、
葛
木
鴨
鴨
朝
臣
、
紀
伊
国
坐
目
前
、
国
際
須
、
伊
太
郎
曾
、
鳴
神
、
己
上
神
主
等
、
請
受
官
幣
白
巾
祭

一
五
社
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
古
記
無
別
」
と
の
注
記
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
内
訳
は
大
和
九
社
、
河
内
国
一
社
、
摂
津
田

と
あ
り
、

一
社
、
紀
伊
国
四
社
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
山
城
国
の
神
社
が
一
社
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
た
だ
ち
に
「
古
記
」
の
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
天
平
一
O
年
(
七
三
八
)
前
後
の
相
嘗
祭
班
幣
社

遷都の神祇祭紀におよぼす影響について

を
網
羅
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
が
、
大
和
国
に
つ
い
て
は
、
天
平
二
年
の
大
倭
国
大
税
帳
断
簡
か
ら
知
ら
れ
る
状
況
と
ほ
ぼ
一
致

し
(
虫
、
『
延
喜
式
』

の
大
和
国
の
三
一
座
・
一
七
社
と
い
う
数
値
は
天
平
期
以
降
の
相
嘗
祭
班
幣
社
の
増
加
の
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
相
営
百
祭
班
幣
杜
に
お
け
る
大
和
国
の
神
社
の
割
合
は
、
「
令
釈
」
の
場
合
、

一
五
社
の
内
九
社
で
六
O
%
、
『
延
喜
式
』

で
は
七
一
座
の

内
コ
二
座
で
約
四
四
%
、

四
一
社
の
内
一
七
社
で
約
四
一
%
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
山
城
国
に
つ
い
て
は
「
令
釈
」
に
は
全
く
記
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、
『
延
喜
式
』

の
記
載
で
は
、
七
一
座
の
内

一
座
で
約
一
五
%
、
四
一
社
の
内
八
社
で
約
二
O
%
と
な
っ
て
い
る
(
日
。

こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
、
山
城
国
の
場
合
は
『
延
喜
式
』

で
は
、
「
令
釈
」
に
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
座
数
・
社
数
と

も
に
一
五
%
か
ら
二
O
%
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
に
た
い
し
て
、
大
和
国
の
場
合
、
天
平
期
以
降
、
実
数
は
増
加
し
て
い
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
全
体
に
対
す
る
比
率
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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相
嘗
祭
の
所
見
と
さ
れ
る
の
は
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
(
六
七
六
)
十
月
丁
酉
条
の
、
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祭
幣
吊
於
相
新
嘗
諸
神
紙

で
あ
る
が
(
ロ
)
、
飛
鳥
に
宮
室
が
所
在
し
た
時
代
に
設
定
さ
れ
た
相
嘗
祭
班
幣
社
は
次
第
に
政
治
の
中
心
で
あ
る
都
城
が
北
に
移
っ
て
行

く
と
と
も
に
、
そ
の
分
布
も
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
延
喜
式
』

で
は
二

O
%近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
山
城
国
の
相
嘗
祭
班
幣
社
の
増
加
は
、
都
城
の
所
在
地
が
山
城
国
の
地
域
で
あ
っ
た
長
岡
京
、
平
安
京
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
結
果
に

よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
他
、
祈
雨
の
神
と
し
て
は
奈
良
時
代
後
期
に
さ
か
ん
に
奉
幣
の
み
ら
れ
た
吉
野
の
丹
生
川
上
神
社
と
同
様
に
、
平
安
時
代
に
入
つ

て
か
ら
は
平
安
京
の
北
に
位
置
す
る
貴
布
祢
神
社
が
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
も
遷
都
の
班
・
奉
幣
社
の
選
定
に
与
え

る
影
響
と
い
え
よ
う
。

-'-
/、

祭
間
の
位
置

神
祇
令
に
定
め
ら
れ
る
恒
例
の
祭
杷
に
は
各
神
社
等
で
行
な
わ
れ
る
も
の
の
他
に
、
宮
城
四
方
外
角
で
の
鎮
火
祭
、
京
城
四
隅
道
上
で

の
道
饗
祭
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
祭
杷
は
当
然
遷
都
に
と
も
な
っ
て
新
た
な
都
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
二
つ
の
内
、
京
城
四
隅
道
上
で
行
な
わ
れ
る
道
饗
祭
は
、
そ
の
四
隅
が
下
ッ
道
、
中
ッ
道
、
横
大
路
、
山
田
道
の
延
長
線
の
四
つ

の
道
の
交
点

l
l衛
と
な
っ
て
い
た
藤
原
京
の
時
代
に
成
立
し
、
そ
の
後
の
都
城
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
、
衝
で
の
祭
杷
と
い
う

元
来
の
意
味
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
指
摘
が
あ
る
己
)
O

さ
ら
に
、
『
延
喜
式
』
に
は
臨
時
祭
と
し
て
宮
城
四
隅
疫
神
祭
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
様
、
遷
都
に
と
も
な
っ
て
新
た
な

都
城
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
同
じ
く
臨
時
祭
に
畿
内
堺
十
庭
疫
神
祭
と
い
う
祭
杷
も
み
え
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
少
し
考



え
て
み
た
い
。
こ
の
二
つ
の
臨
時
祭
は
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
(
七
七

O
)
六
月
申
寅
条
、
同
九
年
三
月
発
酉
条
に
そ
れ
ぞ
れ
、

祭
疫
神
於
京
師
四
隅
畿
内
十
堺

又
於
畿
内
諸
堺
祭
疫
神

と
あ
る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
後
期
に
は
既
に
存
在
し
た
こ
と
の
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
延
喜
式
』
臨
時
祭
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
一

O
箇
所
の
堺
、

山
城
奥
近
江
堺

山
城
奥
丹
波
堺

遷都の神甲氏祭杷におよ t;!:'す影響について

山
城
輿
摂
津
堺

山
城
輿
河
内
堺
四

山
城
奥
大
和
堺
五

山
城
輿
伊
賀
堺
六

山
城
奥
伊
賀
堺
七

山
城
輿
紀
伊
堺
八

山
城
輿
紀
伊
堺
九

山
城
輿
播
磨
堺
十

は
平
安
京
の
所
在
す
る
山
城
国
を
中
心
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
(
凶
)
O
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こ
れ
ら
の
堺
は
当
時
の
交
通
路
と
の
関
係
に
つ
い
て
留
意
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
山
城
国
と
他
の
国
の
堺
、
畿
内
と
畿
外
の
堺
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の
二
つ
に
分
類
で
き
、
山
城
固
と
他
の
国
の
堺
は
そ
の
国
が
畿
内
で
あ
る
か
、
畿
外
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
山
城
国
と
境
界
を
接
す
る

国
は
総
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
畿
内
と
畿
外
の
堺
は
大
和
と
伊
勢
、
摂
津
と
丹
波
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
、

網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
は
当
然
、
大
和
国
を
中
心
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
想
定
で
き
る
奈
良
時
代
に
設
定
さ
れ
て
い
た
場
所
と
は
、
ず
れ
る
よ
う
で
長

岡
遷
都
以
降
に
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
平
城
京
を
中
心
と
し
て
、
山
城
国
を
大
倭
国
に
置
き
換
え
て
、
『
延
喜
式
』

と
同
様
、
大
倭
国
と
他
の
園
、
畿
内
と
畿
外
の
堺
を
想
定
し
て
み
て
も
、

一O
箇
所
で
は
網
羅
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
が
、

い
ま
、
試

み
に
当
時
の
交
通
路
に
つ
い
て
も
勘
案
し
て
、
『
延
喜
式
』

の
畿
内
堺
十
慮
の
概
念
図
と
と
も
に
奈
良
時
代
に
設
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
畿
内
十
堺
の
想
定
図
を
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

七

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
遷
都
の
神
杷
祭
犯
に
お
よ
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
神
紀
祭
記
の
様
々
な
面
に
都
の
所
在
地
に
よ
る
影
響
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
こ
こ
に
み
て
き
た
例
は
遷
都
の
直
接
的
な
影
響
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ

ま
だ
、
気
付
か
な
い
間
接
的
な
事
例
も
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
神
記
祭
杷
研
究
に
お
い
て
、
奈
良
時
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
を
論
じ
る
場
合
に
も
、
史
料
的
な

制
約
も
あ
っ
て
、

一
O
世
紀
の
史
料
で
あ
る
『
延
喜
式
』
を
多
用
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
を
利
用
し
て
な
ん
ら
問
題
の
な

い
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
変
化
、
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
都
の
所
在
地
に
よ
る
影
響
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
『
延
喜
式
』

を
利
用
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
に
充
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。



遷者[1の神祇祭杷におよほす影響について

播
⑩ 

磨

『延喜式』の畿内堺十慮概念図

そ
れ
で
は
次
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
よ
う
に
遷

都
が
神
杷
祭
杷
に
多
く
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す
理
由

に
つ
い
て
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
仏
教
寺
院
は
必
ず
し
も

遷
都
に
と
も
な
っ
て
移
動
し
な
い
が
、
宮
中
、
京

中
の
神
社
は
選
都
に
と
も
な
っ
て
、
新
た
な
都
城

へ
と
移
さ
れ
て
行
く
。
ま
た
、
藤
原
氏
の
春
日
社

の
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
氏
族
の
記
る
神
社

に
つ
い
て
も
同
様
の
例
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
都
城
の
造
営
を
含
め
た
当
時
の
律
令
国

家
の
理
念
の
中
で
の
仏
教
と
神
杷
祭
杷
の
役
割
の

る
。
換
言
す
れ
ば
、
国
家
の
主
宰
者
で
あ
る
天
皇
を
神
の
子
孫
と
し
、
ま
た
、
自
身
神
で
あ
る
と
定
義
し
、
神
々
の
も
の
が
た
り
と
人
間

相
違
に
由
来
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

r工

勢

紀伊⑤

図 2奈良時代の畿内十堺想定図

便宜上『延喜式』の畿内堺十庭に倣って、大倭国を中心に反時

計周りに番号を付した。

の
歴
史
を
天
皇
の
系
譜
で
結
ぶ
歴
史
書
を
公
的
な
も
の
と
し
て
編
纂
し
た
律
令
国
家
に
と
っ
て
、
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
を
紀
る
と
さ
れ
た

図 1

丹 波

⑧ 

伊
勢
神
宮
の
祭
紀
と
宮
廷
祭
杷
を
中
心
と
す
る
神
記
祭
記
は
、
そ
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

播
⑨
磨
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都
城
の
制
度
を
は
じ
め
様
々
な
中
国
的
な
制
度
を
取
り
入
れ
た
中
で
、
国
家
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
少
な
く
と
も
形
式
的
に
は
神
祖

祭
紀
を
重
視
す
る
日
本
律
令
国
家
の
政
策
上
(
目
、
都
の
所
在
地
が
変
わ
る
と
い
う
選
都
に
際
し
て
、
神
間
祭
杷
の
面
に
多
く
の
影
響
が
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み
ら
れ
る
の
は
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

数
少
な
い
寺
院
の
移
転
の
例
と
し
て
挙
げ
た
大
仏
の
場
合
は
、
聖
武
朝
に
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
創
設
、
そ
の
中
心
と
し
て
総
国
分
寺

東
大
寺
・
総
国
分
尼
寺
法
華
寺
が
都
に
壮
大
な
伽
藍
を
造
営
す
る
と
い
う
政
策
の
中
で
、
律
令
国
家
の
主
権
者
で
あ
り
、
「
明
神
(
ア
キ

ツ
ミ
カ
ミ
)
」
と
さ
れ
る
天
皇
が
「
三
宝
の
奴
」
と
称
す
る
よ
う
な
、
そ
れ
ま
で
の
大
寺
を
都
城
の
荘
厳
と
考
え
る
よ
う
な
国
家
仏
教
か

ら
仏
教
国
家
と
も
い
え
る
よ
う
な
仏
教
重
視
の
状
況
の
中
で
の
事
例
で
あ
ろ
う
(
望
。

日
本
の
都
城
の
遷
都
と
神
記
祭
把
に
つ
い
て
は
、
今
回
述
べ
た
他
に
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
多
い
。
中
国
的
な
永
遠
の
都

を
指
向
し
な
が
ら
も
、
前
代
の
一
代
の
宮
と
い
う
考
え
方
の
影
響
の
み
ら
れ
る
相
次
ぐ
遷
都
、
中
国
風
に
い
え
ば
宗
廟
と
も
い
え
る
伊
勢

神
宮
が
都
か
ら
は
る
か
に
離
れ
た
地
に
所
在
す
る
こ
と
な
ど
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

註(
l
)

岸
俊
男
『
古
代
宮
都
の
探
求
』
塙
書
一
房
、
一
九
八
四
、
八
五
頁
に
拠
れ
ば
、
「
藤
原
京
」
と
い
う
表
現
は
、
や
や
不
確
実
な
「
万
葉
集
』
左
注

に
一
箇
所
み
え
る
だ
け
で
当
時
の
史
料
に
み
え
な
い
が
、
便
宜
上
以
下
こ
の
言
葉
を
使
、
っ
。

(
2
)
足
利
健
亮
『
日
本
古
代
地
理
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八
五

(
3
)
岸
俊
男
「
日
本
に
お
け
る
『
京
』
の
成
立
」
(
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
国
岩
波
書
庖
、
一
九
八
八
)

(
4
)
こ
の
神
願
寺
の
河
内
所
在
説
は
『
神
皇
正
統
一
記
』
よ
る
も
の
で
、
他
に
『
八
幡
愚
童
訓
』
は
山
城
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ど
、
異
説
が
あ
る
。
ま

た
、
神
願
寺
と
高
雄
寺
は
天
長
元
年
(
八
二
四
)
に
神
護
寺
と
し
て
定
額
寺
と
な
る
ま
で
二
O
年
以
上
並
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
移
転
と
い

う
に
は
当
た
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
平
野
邦
雄
『
和
気
清
麻
呂
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四

(
5
)

こ
れ
の
例
と
し
て
は
養
老
僧
尼
令
に
、

凡
僧
尼
自
還
俗
者
、
三
綱
録
其
貫
属
、
京
経
僧
綱
、
自
余
経
国
司
、
並
申
省
除
附
、
(
以
下
略
)

と
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。



遷都の神祇祭紀におよぼす影響について

(
6
)

こ
の
隼
神
社
は
『
多
門
院
日
記
』
天
文
一
二
年
二
五
四
三
)
七
月
一
日
条
に
み
え
、
少
な
く
と
も
中
世
末
期
に
は
、
そ
の
存
在
が
明
か
で
あ

る。

(
7
)

こ
こ
に
挙
げ
た
遷
都
の
報
告
の
奉
幣
の
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
o

『
日
本
書
記
』
持
統
六
年
五
月
庚
寅
条

遺
使
者
奉
幣
子
四
所
伊
勢
大
倭
住
吉
紀
伊
大
神
、
告
以
新
宮

『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
十
月
庚
寅
条

遣
宮
内
卿
正
四
位
下
犬
上
玉
、
奉
幣
吊
子
伊
勢
太
神
宮
、
以
造
営
平
城
宮
之
状
也

司
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
年
正
月
発
巳
条

遺
使
於
伊
勢
大
神
宮
及
七
道
諸
社
奉
幣
、
以
告
遷
新
京
之
状
也

(
8
)

脊
古
真
哉
「
律
令
国
家
と
伊
勢
神
宮
|
|
天
武
朝
よ
り
聖
武
朝
に
い
た
る
l
|
|
」
行
動
と
文
化
、
二
一
、
一
九
八
七

(
9
)

『
延
喜
式
』
神
祇
二
四
時
祭
下
の
表
記
に
拠
る
。

(
叩
)
こ
の
大
倭
国
大
税
帳
(
一
般
に
大
和
国
正
税
帳
と
呼
ば
れ
る
)
は
他
の
正
税
帳
に
比
べ
神
戸
に
関
す
る
記
載
が
詳
し
く
、
そ
の
中
で
「
神
嘗
酒

料
」
い
う
の
が
相
嘗
祭
に
対
す
る
支
出
で
あ
る
が
、
国
全
体
で
六
五
O
束
の
内
、
大
神
社
百
束
、
穴
師
社
五
O
束
、
太
(
意
富
)
社
五
O
束
、
池

社
五
O
束
、
村
屋
社
五
O
束
、
大
倭
社
百
束
、
菟
足
(
宇
奈
太
利
)
社
五
O
束
の
計
四
五
O
が
現
存
の
部
分
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
向
社
の

神
戸
の
部
分
は
現
存
す
る
が
、
「
神
嘗
酒
料
」
の
記
載
が
な
い
。
な
お
、
『
延
喜
式
』
で
は
相
嘗
祭
の
支
出
を
神
税
(
神
戸
か
ら
の
収
入
)
、
正
税

の
双
方
か
ら
出
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
日
)
因
に
大
和
、
山
城
以
外
の
国
に
つ
い
て
も
数
値
を
示
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

河
内
国
は
、
「
令
釈
」
一
五
社
の
内
一
社
で
約
七
%
、
『
延
喜
式
』
七
一
座
の
内
八
座
で
約
一
一
%
、
四
一
社
の
内
三
社
で
約
七
%
。
摂
津
国
は
、

「
令
釈
」
一
五
社
の
内
一
社
で
約
七
%
、
「
延
喜
式
』
七
一
座
の
内
一
五
座
で
約
二
一
%
、
四
一
社
の
内
入
社
で
約
二
O
%
。
紀
伊
国
は
「
令
釈
」

一
五
社
の
内
四
社
で
約
二
七
%
、
『
延
喜
式
』
七
一
座
の
内
四
座
で
約
六
%
、
四
一
社
の
内
四
社
で
約
一
O
%
と
な
る
。

大
和
国
の
班
幣
社
数
が
相
対
的
に
低
下
す
る
な
か
で
、
山
城
国
と
と
も
に
摂
津
国
の
数
値
が
相
対
的
に
も
、
実
数
の
上
で
も
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
天
平
期
以
降
、
難
波
遷
都
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
紀
伊
国
の
数
値
が
唯
一
実
数
の

増
加
が
み
ら
れ
ず
、
相
対
的
に
は
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
と
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
都
の
奈
良
盆
地
か
ら
北
方
の
山
城
国
へ
の
移
動
が
、
畿
内
か

ら
西
国
、
海
外
へ
の
港
湾
機
能
の
難
波
へ
の
二
冗
化
と
い
っ
た
面
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

57 
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(
ロ
)
神
祇
令
に
規
定
さ
れ
る
恒
例
の
祭
犯
の
成
立
時
期
は
、
広
瀬
神
社
、
龍
田
神
社
で
行
な
わ
れ
る
大
忌
祭
、
風
神
祭
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
相
嘗
祭
と
同
じ
く
天
武
朝
か
ら
持
統
朝
に
か
け
て
成
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
奈
良
盆
地
南
部
に
政
治
の
中
心
が
あ
っ
た

時
代
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

(
日
)
和
田
翠
「
夕
占
と
道
饗
祭
|
lチ
マ
タ
に
お
け
る
マ
ツ
リ
と
祭
紀
|
|
」
季
刊
日
本
学
、
二
|
二
、
一
九
八
五

(
比
)
『
延
期
式
』
の
畿
内
十
慮
を
実
地
に
比
定
す
る
試
み
と
し
て
は
、
関
口
靖
之
氏
の
一
連
の
論
考
が
あ
る
。
関
口
靖
之
「
古
代
の
国
境
疫
神
祭
柁

と
主
要
交
通
路
|
|
山
城
と
大
和
の
国
境
を
事
例
と
し
て
l
l
l」
大
阪
教
育
大
学
地
理
学
会
会
報
、
二
一
、
一
九
八
六
、
「
古
代
畿
内
東
限
の
疫

神
祭
杷
と
主
要
交
通
路
|
l
山
城
と
伊
賀
、
大
和
と
伊
賀
国
境
事
例
|
|
」
地
理
学
報
、
二
四
、
一
九
八
六
、
「
古
代
日
本
の
境
界
祭
記
と
主
要

交
通
路
|
|
紀
和
・
紀
泉
国
境
を
事
例
と
し
て
|
|
」
和
歌
山
地
理
、
六
、
一
九
八
六
、
「
古
代
山
城
国
境
で
の
疫
神
祭
配
地
と
主
要
な
交
通
路
」

歴
史
地
理
学
紀
要
、
三

O
、
一
九
八
八
、
「
畿
内
国
境
の
古
代
疫
神
祭
|
|
摂
津
と
播
磨
国
境
の
事
例
|
|
」
会
誌
、
二
五
、
一
九
八
九

(
日
)
『
延
喜
式
』
五

O
巻
の
内
、
最
初
の
一

O
巻
が
神
紀
祭
犯
の
規
定
で
あ
り
、
他
の
部
分
に
も
神
杷
祭
記
に
関
連
す
る
条
項
は
多
い
。

(
日
)
脊
古
真
哉
「
初
期
の
神
仏
交
渉
に
つ
い
て
|
|
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
弁
資
財
帳
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
東
海
仏
教
、
三
五
、
一
九
九
O

論
文
中
『
日
本
書
記
』
、
『
続
日
本
紀
』
、
『
令
集
解
ヘ
『
延
喜
式
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
拠
り
、
正
体
、
異
体
等
の
文
字
は
大
部
分
を
通
行

の
字
体
に
改
め
た
。




